
看護学科 専門

在宅看護学演習授業科目

看護対象学科２対象学年【担当教員名】

丸 山 敬 子 必修必修･選択後期開講時期

30時間数１単位数

【概要・一般目標：GIO】

在宅看護の役割は地域で療養する人とその家族の健康生活への支援であり、関係職種と連携協力しながら看護独自の機能を果たして

いく。在宅看護学演習では、日常生活支援と医療処置の必要な療養者と家族への看護について理解し、模擬事例をとおして在宅看護

の主な方法である家庭訪問について学ぶ。

【学習目標・行動目標：SBO】

１．療養者と家族が安心して生活するための環境について説明できる

２．セルフケア能力と家族の条件を考慮した生活支援技術を模擬事例で計画できる

３．医療処置を必要とする療養者と家族の看護について概説できる

４．在宅看護過程の特徴を説明できる

５．家庭訪問の方法や留意点について概説できる

学習方法・学習課題
備考・担当教員

SBO
番号

授業計画・学習の主題
回
数

講義４在宅看護過程１

講義１・５訪問看護に特有の技術（コミュニケーション・連携・報告・訪問マナーなど）２

講義１・２日常生活支援技術の実際３

個人・グループワーク１・２事例展開４

講義１・３医療処置を必要とする療養者と家族への支援５

技術練習・グループワーク３技術演習（アネロイド血圧計を使った血圧測定）６

講義３医療処置（在宅酸素療法・陽圧人工呼吸器）を必要とする療養者と家族への支援７

個人・グループワーク３・５事例展開８

講義３・５医療処置（経管栄養・尿道カテーテル・褥瘡）を必要とする療養者と家族への支援９

グループワーク３・５事例展開10

グループワーク３・５事例展開11

グループワーク３・５事例展開12

グループワーク３・５事例展開の発表13

グループワーク３・５事例展開の発表14

まとめ15

＜発行年・価格他＞＜発行所＞＜著者名＞＜書名＞【使用図書】

2007・2,600円医歯薬出版株式会社木下由美子Essentials在宅看護学

教科書

（必ず購入する書籍）

参考書

必要に応じて配布する
その他の資料

【履修上の留意点】【評価方法】

演習への貢献度（出席、参加態度及び提出物含

む）40％

レポートあるいは筆記試験 60％
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